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七

 

一 

 　

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
弥
生
日
記
』
は
、
三
河
国
岡
崎

の
俳
人
鶴
田
卓
池
と
、
刈
谷
の
俳
人
中
島
秋
挙
と
が
、
同
年
三
月
に
三
河
花
園

山
の
麓
に
滞
在
し
、
門
人
た
ち
の
来
訪
を
う
け
つ
つ
花
を
め
で
た
日
記
で
あ

る
。『
弥
生
日
記
』
冒
頭
で
は
、
次
の
よ
う
に
、
花
園
山
の
麓
に
落
ち
着
く
ま

で
の
様
子
を
述
べ
て
い
た注
１

。 

 

花
も
の
い
は
ね
ど
よ
く
人
を
と
ど
む
。 

 

そ
の
と
ど
め
ら
る
る
花
を
こ
そ
た
づ
ね
め 

 

と
、
ま
づ
八
橋
の
沢
辺
に
さ
ま
よ
ひ 

 

き
て
、
あ
か
ぬ
衣
の
里
に
一
夜
袖
か
た 

 

し
き
て
、
か
す
み
か
く
れ
の
岨
道
つ
た
ひ 

 

に
花
園
山
の
麓
に
出
て
や
す
ら
ふ
。 

 

こ
こ
に
こ
の
も
し
き
家
あ
り
。
あ
る
じ
の 

 

い
ふ
や
う
、
我
薪
水
の
た
す
け
を
な
さ
ん
、 

 

明
暮
の
花
に
め
を
よ
ろ
こ
ば
し
め
給
へ
と 

 

い
ふ
。
応
と
諾
し
て
膝
を
い
る
れ
ば
、 

 

花
に
清
香
あ
り
、
月
に
陰
あ
り
て 

 

さ
ら
に
過
行
日
数
も
お
ぼ
え
ず
。 

 　

彼
等
が
滞
在
し
た
「
花
園
山
」
は
、
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
記
述
か
ら
三
河
国

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
さ
ら
に
移
動
可
能
距
離
を
考
え
た
時
、
あ
て
は

ま
り
そ
う
な
三
河
国
の「
花
園
」と
い
う
地
名
は
、
現
在
の
岡
崎
市
に
一
箇
所
、

豊
田
市
に
二
箇
所
あ
る
。
中
島
秋
挙
の
研
究
を
さ
れ
た
谷
沢
靖
・
永
田
友
市
両

氏
は
、
中
島
家
所
蔵
の
『
秋
挙
句
文
帖
』（
仮
称
）
文
化
十
年
の
二
村
山
月
見

の
際
の
記
述
に
見
ら
れ
る
「
花
園
山
」
に
関
し
、「
山
と
い
う
ほ
ど
の
所
で
は

な
い
」
と
疑
問
を
呈
し
つ
つ
も
、「「
花
園
」
は
豊
田
市
の
地
名
。
知
立
市
八
橋

の
北
」
と
し
、
豊
田
市
の
「
花
園
」
と
注
を
付
し
て
い
た注

２

。
現
在
刊
行
さ
れ
て

 
花
園
山
考 

伊　

藤　

伸　

江



六
八

い
る
『
岡
崎
市
史
』
は
『
弥
生
日
記
』
の
「
花
園
山
」
を
岡
崎
市
の
山
と
し
て

い
る
が注

３

、
三
河
俳
壇
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
ら
れ
た
大
磯
義
雄
氏
が
、『
弥
生

日
記
』で
の
滞
在
地
花
園
山
に
関
し
て
、「
三
河
花
園
山
」と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
い
ま
だ
や
や
混
乱
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ

で
は
、
あ
ら
た
め
て
花
園
山
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。 

 

二 

 　
　

さ
て
、「
花
園
山
」
と
い
う
地
名
は
、
藤
原
清
輔
の
『
和
歌
初
学
抄
』「
所

名
」
に
「
参
河　

花
ぞ
の
山　

春
ノ
ス
ミ
カ
ト
モ
、
花
ゾ
メ
ト
モ
」
と
見
ら

れ4
注

、『
和
歌
色
葉
』
も
「
は三

河な
ぞ
の
山　

は
な
ぞ
め
山
と
も
い
ふ
」
と
す
る5

注

。

こ
の
記
述
は
後
の
『
八
雲
御
抄
』
巻
第
五
、「
名
所
」
の
部
「
山
」
に
お
い
て
も
、

「
は三

河な
ぞ
の （
は
な
ぞ
め
と
も
） 

」と
踏
襲
さ
れ
て
い
き6
注

、『
能
因
歌
枕（
広
本
）』

も
、「
国
々
の
所
々
名
」
に
お
い
て
、「
参
川
国
」
に
「
花
ぞ
の
山
」
を
入
れ
て

い
る7

注

。

 

一
方
で
、『
続
詞
花
集
』
に
、

 

二
月
ば
か
り
み
か
は
の
国
の
花
ぞ
の
山
と
い
ふ
所
に
て
か
り
し
侍
る

と
て

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

よ
み
人
し
ら
ず

754
春
霞
花
園
山
を
あ
さ
た
て
ば
さ
く
ら
が
り
と
や
人
は
見
る
ら
ん

が
入
り
、『
奥
義
抄
』
で
は
、「
さ
く
ら
が
り
」
の
項
で
、「
中
ご
ろ
の
人
の
歌

に
も
、
春
が
す
み
は
な
ぞ
の
や
ま
を
あ
さ
た
て
ば
さ
く
ら
が
り
と
や
人
の
見
る

ら
む　

と
よ
め
り
」と
述
べ
る8
注

。
こ
の
和
歌
は
、『
袖
中
抄
』の「
さ
く
ら
が
り
」

の
項
に
も
見
ら
れ
、『
袖
中
抄
』
で
は
、「
私
云
、
か
る
と
云
義
は
、
此
花
園
山

の
歌
を
、
良
暹
打
聞
に
入
れ
た
れ
ば
に
や
、
あ
ま
た
人
申
め
り
」
と
述
べ
て
い

る9
注

。『
和
歌
色
葉
』
に
も
「
さ
く
ら
が
り
」
の
項
目
で
『
奥
義
抄
』
を
踏
襲
す

る
文
言
が
見
ら
れ
る
。
良
暹
は
、
没
年
が
一
〇
六
九
年
頃
か
と
さ
れ
て
お
り
、

『
続
詞
花
集
』
754
番
歌
は
、
散
佚
書
で
あ
る
良
暹
打
聞
に
入
っ
て
い
た
古
歌
と

い
う
意
識
を
持
た
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
堀
河
百
首
』
に
は
、
霞
題
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
仲
実

　
　

39
細
川
の
岩
ま
の
氷
と
ぢ
な
が
ら
花
ぞ
の
山
の
み
ね
の
か
す
め
る

が
あ
り
、
こ
の
「
花
ぞ
の
山
」
の
所
在
に
関
し
て
は
諸
説
分
か
れ
て
い
る
。
多

武
の
山
と
共
に
詠
む
万
葉
歌
が
あ
る
こ
と
か
ら
で
あ
ろ
う
、『
八
雲
御
抄
』
が

細
川
を
大
和
国
の
川
と
し
て
紹
介
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
「
花
園
山
」
も
大
和

国
の
歌
枕
と
考
え
る
説10

注

、
ま
た
、
堀
河
百
首
の
歌
人
た
ち
は
前
出
の
良
暹
打
聞

を
見
る
機
会
が
あ
っ
た
と
す
る
立
場
か
ら
、
三
河
国
の
歌
枕
と
推
定
す
る
説11

注

な

ど
が
見
ら
れ
る
。『
堀
河
百
首
』
の
古
注
の
う
ち
、
成
立
が
鎌
倉
期
ま
で
遡
れ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
陽
明
文
庫
古
注
』
は
、「
夜
を
こ
め
て
花
染
山
を
朝

立
は
桜
か
り
と
や
人
の
み
る
ら
ん 

本
歌
也
」
と
仲
実
歌
に
関
し
て
注
し
、『
続



六
九

詞
花
集
』
よ
み
人
し
ら
ず
歌
の
異
伝
歌
と
仲
実
歌
を
「
花
園
山
」
の
縁
に
関
係

づ
け
て
い
っ
て
お
り
、
三
河
の
「
花
園
山
」
が
歌
の
背
後
に
揺
曳
す
る
と
捉
え

る
見
方
が
鎌
倉
期
に
既
に
あ
っ
た12

注

。

　

さ
ら
に
、『
山
家
集
』
雑
（『
西
行
法
師
家
集
』
で
は
697
）
に

1440
し
ぐ
れ
そ
む
る
は
な
ぞ
の
や
ま
に
秋
暮
れ
て
に
し
き
の
い
ろ
を
あ
ら
た

む
る
か
な

が
あ
り
、
こ
れ
は
山
城
国
の
「
花
園
山
」
と
解
さ
れ
て
き
た13
注

。

　

こ
う
し
て
、
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
か
ら
三
年
頃
に
成
立
し
た
『
夫
木
和

歌
抄
』
で
は
、
巻
二
十
、
雑
部
二
「
山
」
に

         

は
な
ぞ
の
山
、
花
園
、
山
城
又
大
和
参
河

           

家
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
行
上
人

　
　

8194
時
雨
そ
む
る
花
ぞ
の
山
に
秋
く
れ
て
錦
の
い
ろ
を
あ
ら
た
む
る
か
な

と
記
さ
れ
て
お
り
、
鎌
倉
末
期
ま
で
に
は
三
つ
の
国
の
歌
枕
と
し
て
意
識
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か  

る
。 

 　

と
こ
ろ
で
、
ま
た
注
目
す
べ
き
催
し
と
し
て
、
参
加
者
の
年
齢
か
ら
天
承
元

年
（
一
一
三
一
）
か
そ
の
す
ぐ
前
頃
の
催
し
と
考
え
ら
れ
て
い
る14
注

、
藤
原
為
忠

に
よ
る
『
三
河
国
名
所
歌
合
』
が
あ
る
。
為
忠
は
、
天
治
二
年
（
一
一
二
五
）

一
月
か
ら
天
承
元
年
（
一
一
三
一
）
十
二
月
に
か
け
て
三
河
守
で
あ
り
、
親
族

（
子
の
為
盛
・
為
業
・
盛
忠
ら
）、ま
た
清
輔
を
入
れ
て
こ
の
歌
合
を
主
催
し
た
。

こ
の
歌
合
か
ら
は
『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
三
十
一
、
雑
部
十
三
「
里
」
に
、
歌
題

「
花
ぞ
の
の
さ
と
」
に
よ
る
三
首
が
入
っ
て
い
る
。 

  

花
ぞ
の
の
さ
と
、
未
国 

  

　

三
河
国
名
所
歌
合 

為
忠
朝
臣 

 

14564
あ
さ
み
ど
り
か
す
め
る
そ
ら
の
た
え
ま
よ
り
こ
ず
ゑ
ぞ
し
る
き
花
ぞ
の

の
さ
と 

  
 

藤
原
道
経 

 

14565
よ
そ
な
が
ら
に
ほ
ふ
こ
ず
ゑ
も
見
る
ば
か
り
霞
な
こ
め
そ
花
ぞ
の
の
さ

と 

  
 

盛
忠 

 

14566
春
が
す
み
た
ち
か
く
せ
ど
も
う
ぐ
ひ
す
の
な
く
ね
に
し
る
き
花
ぞ
の
の

里 

 　
『
夫
木
和
歌
抄
』
で
は
「
未
国
」
と
あ
る
が
、『
三
河
国
名
所
歌
合
』
の
題
で

あ
る
か
ら
、
三
河
国
の
「
花
園
里
」
で
あ
る15

注

。「
花
園
里
」
の
場
所
の
手
が
か

り
と
な
る
語
句
は
な
い
が
、
三
河
国
で
詠
ま
れ
る
名
所
と
し
て
、「
花
園
山
」「
花

園
里
」
が
並
存
し
た
形
と
な
っ
て
い
た
。 

 　

こ
の
時
期
ま
で
、
和
歌
に
お
い
て
は
、
前
掲
の
『
堀
河
百
首
』
仲
実
歌
、
西

行
歌
、『
続
詞
花
集
』
歌
と
、
こ
れ
ら
三
河
の
花
園
里
歌
が
見
ら
れ
る
程
度
で

あ
り
、「
花
園
山
」
の
歌
が
多
く
詠
ま
れ
て
い
っ
た
様
子
は
な
い
。
成
立
年
代

を「
新
後
撰
集
成
立
の
前
、し
か
も
そ
れ
に
極
め
て
近
い
時
期
と
考
え
ら
れ
る
」

と
さ
れ
て
い
る16

注

『
歌
枕
名
寄
』
で
は
、「
参
河
国
」
の
項
目
に
は
、
順
に
「
二



七
〇

村
山
」「
宮
地
山
」「
花
園
山
」「
引
馬
野
」「
三
河
（
み
つ
か
は
）」、「
八
橋　

付
原
野
沢　

渡　

河
」「
安
礼
崎
」「
志
香
須
賀
渡
」「
老
津
島
」「
二
見
道
」「
矢
矧
」

「
衣
里
」「
出
生
寺
」
と
並
べ
て
い
る
が
、「
花
園
山
」
に
関
し
て
は
、 

 　
　
　

花
園
山 

 　
　
　
　
　

堀
百 

仲
実 

 4963
ほ
そ
川
の
岩
間
の
つ
ら
ら
と
ぢ
な
が
ら
は
な
ぞ
の
山
の
み
ね
の
か
す
め

る 

 

を
引
く
の
み
で
あ
る17

注

。 

 　

さ
て
、
永
享
四
年
（
一
四
三
二
）、
飛
鳥
井
雅
世
は
将
軍
義
教
に
従
い
富
士

山
を
見
に
東
海
道
を
下
る
が
、
そ
の
際
の
紀
行
文
『
富
士
紀
行
』
で
は
、
三
河

国
を
東
下
し
つ
つ
、「
花
ぞ
の
山
は
い
づ
く
に
て
か
侍
る
ら
む
」
と
記
す18
注

。
雅

世
は
街
道
の
地
名
は
そ
の
都
度
聞
き
確
認
し
な
が
ら
も
、「
衣
の
里
と
き
き
し

も
、
此
あ
た
り
や
ら
む
」「
引
馬
野
も
此
国
ぞ
か
し
、
い
づ
く
な
ら
む
と
分
明

な
ら
ね
ど
」
と
述
べ
て
お
り
、
歌
枕
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
が
、
そ
の
所
在
は

お
ぼ
つ
か
な
い
様
子
で
あ
り
、「
花
園
山
」
も
「
旅
衣
い
ざ
袖
ふ
れ
ん
秋
の
草

の
花
ぞ
の
山
の
道
を
た
づ
ね
て
」
と
詠
み
つ
つ
も
、
ど
こ
か
全
く
わ
か
っ
て
い

な
か
っ
た
。 

 　

雅
世
の
子
、
雅
廉
も
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
に
『
富
士
歴
覧
記
』
を
記
し

て
い
る19

注

。
彼
は
、
尾
張
国
緒
川
（
現
在
の
知
多
郡
東
浦
町
緒
川
）
の
水
野
為
則

の
在
所
に
滞
在
し
、
歌
会
で
「
春
に
あ
け
て
幾
そ
の
人
の
こ
と
の
は
の
は
な
ぞ

の
山
は
霞
み
そ
む
ら
む
」
と
仲
実
歌
を
意
識
し
て
詠
む
の
だ
が
、
実
際
に
は
彼

は
緒
川
か
ら
船
に
乗
り
、
大
浜
（
現
在
の
碧
南
市
大
浜
）、
佐
久
島
と
海
路
を

移
動
し
今
橋
（
現
在
の
豊
橋
市
今
橋
町
）
に
向
か
っ
て
お
り
、
や
は
り
山
を
見

て
は
お
ら
ず
、
そ
の
所
在
地
は
意
識
し
て
い
な
い
。 

 　

こ
う
し
た
低
調
な
詠
歌
状
況
の
根
源
に
あ
る
の
は
、
明
ら
か
に
「
花
園
山
」

が
、
そ
も
そ
も
東
海
道
の
三
河
の
街
道
宿
と
そ
の
近
隣
の
地
名
に
一
致
し
な
い

こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
、
紹
巴
な
ど
多
く
の
連
歌
師
が
三
河
国
を
通
る
が
、

通
過
経
路
も
海
路
を
使
う
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
滞
在
地
も
碧
南
の
よ
う
な
海
に

近
い
土
地
で
あ
っ
た
り
と
様
々
で
あ
り
、
花
園
山
は
や
は
り
意
識
さ
れ
な
い
。

伝
宗
祗
作
『
名
所
方
角
抄
』「
参
河
国
」
で
は
、 

 

花
園
山　

花
染
山
共
。
非 

二 

海
道 

一 

間
、
在
所
不 

二 

分
明 

一 

。
可 

レ 

尋
。
桜
狩
読

り
。 

 

と
、『
続
詞
花
集
』
の
歌
言
葉
は
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
既
に
「
非 

二 

海
道 

一 

間
」

の
た
め
、「
在
所
不
分
明
」
と
な
っ
て
い
た20
注

。
な
お
、
宗
祇
『
浅
茅
』
で
は
、

三
河
国
の
名
所
は
「
二
村
山
」
と
「
引
馬
野
」
の
み
で
あ
る21

注

。 

 　

こ
う
し
た
状
況
を
反
映
し
て
で
あ
ろ
う
か
、『
藻
塩
草
』
で
は
、「
花
園
山　

大
和
或
は
お
は
り
み
ね
の
か
す
み
又
八
雲
御
説
に
は
花
そ
め
と
も
ほ
そ
河
の
岩
ま
の
こ
ほ
り
と

け
に
け
り
」
と
記
さ
れ22

注

、『
八
雲
御
抄
』
な
ど
の
歌
学
書
の
記
述
を
踏
襲
し
、
例

歌
も
仲
実
歌
を
示
し
つ
つ
、
尾
張
国
と
所
在
を
誤
っ
て
い
る
。

　

後
に
、『
俳
諧
類
船
集
』
で
は
、
巻
六
下
で
三
河
国
の
名
物
・
名
所
を
示
し
、



七
一

巻
一
に
「
花
園
山
」
を
載
せ
て
い
る23
注

。 

 
◇
三
河
東
海
道 

  
名ナ

ク
ラ
ト

倉
砥　

石
貝　

八
橋　

二
村
山　

矢ヤ

矧ハ
ギ

宿　

宮
地
山　

花
園
山　

衣
の
里 

 

◇
花ハ

ナ

園ゾ
ノ

山
三
川 

  

峰
の
霞　

岩
間
の
氷　

細
川　

佐
藤
の
館タ
チ 

 　
「
花
園
山
」
に
は
、
や
は
り
『
堀
河
百
首
』
仲
実
歌
か
ら
の
付
合
が
意
識
さ

れ
て
お
り
、
む
し
ろ
寄
合
の
語
句
に
よ
っ
て
、
地
名
を
捉
え
直
し
て
、
参
照
す

べ
き
古
歌
に
存
し
た
地
名
と
、
歌
枕
と
が
個
別
に
結
ば
れ
る
形
と
も
な
っ
て
い

る
。 

 　

例
え
ば
『
東
行
話
説
』
の
作
者
阿
部
泰
邦
は
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
に

京
都
か
ら
関
東
に
向
か
い
、
三
河
国
を
通
り
過
ぎ
る
際
に「
大
屋
川
」を
見
て
、 

 

大
屋
川
に
至
り
ぬ
。
我
俳
諧
の
為
に
、
夫
木
集
藻
塩
草
な
ど
を
覗
見
て
、

此
川
の
名
を
お
ぼ
え
た
り
。
瀬
を
早
み
流
る
ゝ
水
の
大
や
川
あ
や
ふ
き
橋

を
わ
た
る
か
ち
人
と
有
は
、
為
相
の
時
代
水
も
あ
ら
く
橋
あ
や
ふ
か
り
し

に
や
。 

 

と
思
い
を
馳
せ
て
い
た24
注

。『
夫
木
和
歌
抄
』、『
藻
塩
草
』
な
ど
の
書
に
よ
っ
て
、

眼
前
の
地
名
と
そ
の
情
景
と
を
新
た
に
感
得
し
直
し
て
い
く
作
業
が
彼
の
中
で

な
さ
れ
て
い
よ
う
。 

 　

も
は
や
所
在
の
は
っ
き
り
し
な
い
名
所
に
関
し
て
、
あ
ら
た
に
そ
の
地
を
示

す
必
要
に
迫
ら
れ
た
際
に
は
、
付
合
を
手
が
か
り
と
し
て
、
名
所
と
土
地
と
の

新
た
な
結
び
つ
き
の
作
成
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

 

三 

 　

江
戸
期
の
地
誌
で
は
、
三
河
の
「
花
園
山
」
と
は
ど
の
あ
た
り
と
意
識
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 　

江
戸
期
、『
日
本
賀
濃
子
』（
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
刊25
注

）
に
見
ら
れ
る
「
参

河
国
名
所
旧
跡
之
部
」
で
は
、 

 

◯
花ハ

ナ

園ソ
ノ

山　

然シ
カ
ス
カ
ワ
タ
リ

菅
渡　

荒ア
レ

野 

 　

右
の
分
在
所
い
ま
た
し
れ
さ
る
也 

 

と
あ
り
、『
国
花
萬
葉
記
』（
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
刊
）
も
花
園
山
と
細
川

に
関
し 

　
　

細
川

　
　

名
景
物
、
岩
ま
の
つ
ゝ
じ
・
花
園
山
よ
み
合
。

　
　
　
　
　

…

　
　

花
そ
の
山

　
　

所
不
知
。
名
景
物
、
桜
・
紅
葉
・
里
。

　
　

堀
百

細
川
の
岩
ま
の
氷
閉
な
が
ら
花
園
山
の
岑
の
霞
め
る

と
記
述
し
て
い
る
が
、
花
園
山
の
場
所
は
特
定
で
き
な
い
で
い
る
。  



七
二

 　

三
河
の
地
元
地
誌
に
お
い
て
も
、
宝
永
四
年（
一
七
〇
七
）自
序
の
あ
る『
三

河
雀
』
で
は
、
岡
崎
の
花
園
山
櫻
井
寺
（
現
岡
崎
市
桜
井
寺
町
）
の
記
述
で
、 

 

樫
山
村
花
薗
山
櫻
井
寺
、（
中
略
）
花
薗
山
と
云
は
、
方
角
集
に
も
見
へ

し
、
此
の
山
事
か
未 

レ 

詳 

 

と
、
や
は
り
場
所
を
特
定
で
き
て
い
な
い26
注

。 

 　

だ
が
、『
三
川
藻
塩
草27

注

』（
元
文
元
年
（
一
七
三
六
））
の
名
所
目
録
に
は
、「
細

川
」「
花
園
山
」
が
存
し
、「
細
川
」
は
、 

 　
　

細
川 

額
田
郡
に
在
、
花
そ
の
山
よ
ミ
合
、
水
源
ハ
村
澄
山
と
大
澤
山
と
の
中
間

よ
り
な
か
れ
出
て
細
川
村
の
下
に
て
矢
作
川
ニ
流
れ
入 

 

堀
河
百
首 

  

　
　
　
　
　

仲
実 

  

細
川
の
岩
間
の
こつ

ほゝ
りら

と
け
にな

けか

りら

は
な
そ
の
山
の
峯
も
か
す
め
る 

  

　
　
　
　
　
　
氷
と
ち
な
か
ら 

 　
家
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幽
斎 

  

細
川
の
な
か
れ
の
す
ゑ
を
く
ミ
見
れ
は
ま
た
い
に
し
へ
に
か
へ
る
な

み
か
な 

  

和
泉
守　

信
光 

  

細
川
の
岩
間
の
こ
け
も
み
と
り
に
て
は
な
そ
の
山
に
春
風
そ
ふ
く 

 

「
花
園
山
」
は 

  

　
　
　

花
園
山　
額
田
郡
村
澄
山
也　
　

景
物　
　

花
山　

桜　

桜
狩　

霞 

  

　
　
　
　
　
　
　
奥
山
田
村
に
属
ス　

鴬　

紅
葉　

里　

時
雨 

  

　
　
　
　
　
　
　
　
八
雲
御
抄
五　

は
な
そ
の　

参
河　

は
な
そ
め
と
も 

  
 

雅
世 

  

旅
衣
い
さ
袖
ふ
れ
ん
秋
の
草
の
は
な
そ
の
山
の
道
を
た
つ
ね
つ
ゝ 

 　
夫
木　

卅
二　

三
河
国
名
所
歌
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
忠
朝
臣 

  

浅
み
と
り
か
す
め
る
空
の
絶
間
よ
り
梢
そ
し
る
き
花
そ
の
ゝ
さ
と 

 　
夫
木　

卅
二　

よ
そ
か
ら
匂
ふ
梢
も
見
る
は
か
り
霞
な
こ
め
そ
花
そ
の
ゝ
さ
と　
　

為
経 

 　
夫
木　

廿 

西
行 

  

し
く
れ
そ
む
る
は
な
そ
の
山
に
秋
く
れ
て
に
し
き
の
色
も
あ
ら
た
なむ

イ

る
か
な 

 　
夫
木　

卅
二　

春
霞
た
ち
か
く
セ
と
も
鴬
の
な
く
音
に
し
る
き
花
そ
の
ゝ
里　
　

盛
忠 

 

と
あ
る
。「
花
園
山
」
と
「
桜
狩
」
が
結
び
つ
く
の
は
、『
名
所
方
角
抄
』
に
あ
っ

た
よ
う
に
『
続
詞
花
集
』
歌
に
よ
っ
て
お
り
、「
時
雨
」
が
結
び
つ
く
の
は
、

西
行
歌
に
よ
る
が
、
先
行
の
歌
学
書
、
連
歌
学
書
を
踏
ま
え
『
八
雲
御
抄
』
の

記
述
、
雅
世
の
『
富
士
紀
行
』
の
和
歌
、『
夫
木
和
歌
抄
』
と
「
三
河
国
名
所

歌
合
」
の
歌
、
そ
し
て
西
行
歌
を
並
べ
な
が
ら
、
花
園
山
に
つ
い
て
は
、
奥
山

田
村
の
村
澄
山
で
あ
る
と
注
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
地
元
地
誌
の

中
で
、
は
っ
き
り
と
し
た
花
園
山
の
再
認
定
が
行
わ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。 



七
三

 　

つ
い
で
、
元
文
五
年
（
一
七
四
一
）
の
跋
を
有
す
る
『
三
河
国
二
葉
松28

注

』
は
、 

  
　
　
　
　

花
薗
山　
賀
茂
郡
細
川
村
よ
り
巽
方
峯
也
今
ハ 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
積
山
と
云
花
染
や
ま
と
も 

 

夫
木 
浅
み
と
り
か
す
め
る
空
の
絶
間
よ
り
梢
そイ

と

し
る
き
花
薗
の
里

 
 

為
相 

 

家
集 

し
く
れ
染
る
花
そ
の
山
に
秋
暮
て
錦
の
色
も
あ
ら
た
む
る
哉 

 　
　
　
　
　

細
川　
額
田
郡
細
川
村
有 

 　
　
　
　
　
　
　
　
花
そ
の
山
よ
み
合 

 

堀
川
百 

細
川
の
岩
間
の
つ
ら
ゝ
と
け
な
か
ら
は
な
そ
の
山
の
み
ね
の
霞

め
る 

仲
実 

 　
　
　
　

細
川
の
岩
間
の
こ
け
も
青
み
と
り
花
そ
の
山
の
春
風
そ
松

 
 

和
泉
守
信
光 

 　
　
　
　
　

三
河
に
わ
た
り
て
ほ
そ
か
は
の
流
と
聞
て 

 

家
集 

細
川
の
な
か
れ
の
末
を
く
み
見
れ
は
又
い
に
し
へ
に
か
へ
る
波

哉 

幽
斎 

 

と
、
花
園
山
と
細
川
と
を
連
続
し
て
記
述
し
、『
堀
河
百
首
』
歌
を
、
村
積
山

と
近
く
の
細
川
（
現
在
の
岡
崎
市
細
川
町
）
と
い
う
具
体
的
な
地
名
に
置
き
換

え
て
結
び
あ
わ
せ
、
細
川
幽
斎
の『
東
国
陣
道
記
』（
天
正
十
八
年（
一
五
九
〇
））

の
歌
も
入
れ
て
い
る
。『
東
国
陣
道
記
』
で
は
、
幽
斎
が
同
年
二
月
晦
日
に
三

河
細
川
を
訪
れ
た
際
に
「
細
川
の
谷
の
流
れ
と
聞
き
て　

細
川
の
な
が
れ
の
末

を
く
み
み
れ
ば
ま
た
い
に
し
へ
に
帰
る
な
み
哉
」
と
詠
ん
だ
と
記
す29
注

。『
三
河

国
古
今
城
塁
地
理
誌
』
に
、「
細
川
村
古
城
、
御
前
田
ト
イ
フ
処
細
川
讃
岐
守

頼
春
、
同
武
蔵
守
頼
之
」
と
あ
り30

注

、
細
川
氏
の
縁
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
岡
崎

の「
細
川
」が
、
歌
人
と
し
て
名
高
い
細
川
幽
斎
と
の
縁
を
も
っ
て
、
示
さ
れ
、

『
堀
河
百
首
』
歌
を
連
想
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。 

 　

さ
ら
に
『
三
河
国
二
葉
松
』
の
補
訂
を
な
し
て
い
る
『
三
河
刪
補
松
』（
安

永
四
年
（
一
七
七
五
））
で
は
、 

 

一
花
薗ソ
ノ

山
賀
茂
郡
細
川
よ
り
巽
方
峯
也
今
ハ
村
積
山
と
い
ふ
花
染
山
ト

モ
足
助
村
ノ
近
所 

 

夫
木 

 　
　

霞
め
る
空
の
絶
間
よ
り
梢
ぞ
し
る
き
花
園
の
里 

為
忠 

 　

一
細
川
額
田
郡
細
川
邑
ニ
ア
リ
花
園
山
よ
み
あ
ひ 

 

堀
川
百
首 

 　

細
川
の
岩
間
の
氷
と
け
な
か
ら
花
そ
の
山
の
峯
の
霞
め
る 

仲
実 

 

と
見
え31
注

、
後
の
羽
田
野
敬
雄
著
『
参
河
国
古
歌
古
蹟
考　

上
巻
』
所32
注

収
の
「
花

園
山
」
は
こ
の
二
書
を
参
照
し
て
お
り
、「
足
助
村
の
つ
ゞ
き
に
花
園
村
と
い

ふ
里
も
あ
り
、
財
賀
寺
に
て
は
花
園
山
を
山
号
と
す
、
桜
井
寺
も
同
じ
、
さ
れ

ど
細
川
の
古
哥
に
て
村
住
山
明
ら
け
し
」
と
山
の
場
所
を
結
論
づ
け
て
い
る
。

羽
田
野
敬
雄
は
、「
ま
た
八
橋
の
東
に
、
花
園
と
い
ふ
村
あ
り
」
と
も
述
べ
、

足
助
と
八
橋
近
辺
の
「
花
園
村
」
の
存
在
を
記
し
て
い
る
が
、「
花
園
山
」
が
、



七
四

岡
崎
の
村
積
山
と
い
う
こ
と
は
、『
堀
河
百
首
』
歌
の
知
識
と
し
て
ゆ
る
ぎ
な

く
継
承
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 　

こ
の
よ
う
な
三
河
地
誌
の
記
述
に
続
き
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
初
夏
に

編
ま
れ
た
と
の
序
文
の
あ
る
、
菅
江
真
澄
『
も
も
う
す
の
か
た33
注

』
第
十
七
番
の

臼
の
説
明
部
分
に
は
、 

 

も
も
う
す
の
か
た
（
17
） 

 

三
河
国
細
川
の
館
に 

 

在　
　
　

此
臼
主
の
辭
に
い
ち
く
ち
と
し
た
る
う
す
に
て 

 

侍
る
て
ふ
こ
と
を
も
て
名
と
し
た
り
。 

 　

ほ
そ
川
の
岩
間
の
つ
ら
ら 

 　

と
け
や
ら
て
花
そ
の
山
の 

 　

み
ね
そ
か
す
め
る 

 

と
い
ふ
ふ
る
き
歌
あ
り 

 

花
苑
山
い
ま
村
隅ス
ミ

山
と 

 

と
唱
へ
て
箭
作
の
河
上
に 

 

在
り
そ
の
近
き
に
花
薗 

 

と
い
ふ
処
の
あ
り
も
と
も 

 

ふ
る
き
村
に
こ
そ 

 

と
あ
る
。
真
澄
も
細
川
の
臼
の
説
明
部
分
で
、
箭
作
、
す
な
わ
ち
矢
作
川
の
川

上
に
、
こ
の
頃
村
隅
山
と
呼
ば
れ
て
い
た
花
苑
山
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
近
く
に

花
薗
と
い
う
村
が
あ
る
と
示
し
て
お
り
、『
堀
河
百
首
』
仲
実
歌
は
、
完
全
に

岡
崎
市
細
川
の
地
の
和
歌
と
し
て
三
河
関
係
の
書
に
お
い
て
は
定
着
し
て
い
よ

う
。 

 　

た
だ
、
こ
れ
ら
の
書
も
い
う
よ
う
に
、
現
実
の
地
名
と
し
て
使
用
す
る
場
合

は
、「
む
ら
す
み
や
ま
」
と
呼
ん
で
お
り
、
例
え
ば
香
川
景
樹
は
、
文
政
元
年

（
一
八
一
八
）
十
一
月
の
紀
行
の
記
録
で
あ
る
『
中
空
日
記
』
で
、
岡
崎
か
ら

矢
作
の
橋
を
通
り
暮
戸
を
過
ぎ
る
際
、
右
手
後
方
（
東
北
）
に
見
え
る
村
積
山

を 

 

浮
雲
の
村
積
山
の
雨
を
見
て
い
そ
き
く
れ
と
の
里
も
か
ひ
な
し 

 

と
そ
の
ま
ま
に
詠
む34

注

。
花
園
山
の
修
辞
を
あ
え
て
使
用
し
て
歌
枕
の
詠
に
す
る

気
が
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、「
花
園
山
」
と
い
う
歌
枕
の
場
所
の
村
積
山
へ
の

同
定
は
や
は
り
地
域
限
定
的
で
あ
っ
た
。 

 　

一
方
、
現
在
は
豊
田
市
に
属
す
る
八
橋
古
蹟
近
く
の
「
花
園
村
」
は
、
八
橋

村
の
北
東
に
位
置
し
、
逢
妻
男
川
が
東
方
を
流
れ
る
。
八
橋
村
に
は
無
量
寿

寺
、
業
平
寺
な
ど
が
点
在
す
る
が
、
こ
の
地
に
関
し
、
天
野
信
景
の
『
塩
尻
』

に
、
元
禄
十
四
年（
一
七
〇
一
）、
小
出
方
斉
よ
り
八
橋
に
関
す
る「
十
境
の
図
」

と
い
う
出
版
物
を
も
ら
っ
た
と
の
記
述
が
あ
る35

注

。「
遇
妻
川
蜘
手　

業
平
池
杜

若　

落
田
中
一
松　

在
原
寺
石
塔　

橋
雲
寺
下
馬　

駄
野
森
神
社　

鷹
師
山
遠

望　

折
田
口
花
滝　

花
園
里
春
興　

村
墨
山
朝
霞
」
の
十
境
で
あ
り
、
こ
の
中

に
あ
る
「
村
墨
山
朝
霞
」
は
、
八
橋
の
地
か
ら
遠
望
し
た
岡
崎
村
積
山
の
こ
と



七
五

で
あ
っ
た
。
後
に
八
橋
八
景
と
組
み
か
え
ら
れ
、「
逢
妻
川
五
輪　

業
平
池
紫

燕　

落
田
中
一
松　

在
原
寺
高
閣　

橋
雲
寺
下
馬　

花
園
里
春
興　

村
墨
山
朝

霞　

折
田
口
花
瀑
」
と
な
り
、
早
大
本
の
『
三
河
国
八
橋
山
無
量
寺　

紫
燕
山

在
原
寺
八
景
之
図36

注

』
を
見
る
と
、
無
量
寿
寺
の
東
に
遠
く
「
村
ス
ミ
山
」
が
描

か
れ
て
い
る
。
村
積
山
は
標
高
256.9
米
と
あ
ま
り
高
く
は
な
い
が
、
村
積
山
の
西

方
は
、
尾
張
国
と
三
河
国
の
境
界
で
あ
り
衣
浦
湾
に
そ
そ
ぐ
境
川
と
、
矢
作
川

と
に
囲
ま
れ
た
碧
海
台
地
と
な
っ
て
い
た
。
矢
作
川
沿
い
は
山
が
な
く
、
豊

田
・
知
立
・
岡
崎
市
か
ら
一
望
で
き
た
の
で
あ
る
。
大
正
九
年
発
行
の
『
参
河

国
碧
海
郡
誌
』
で
は
、「
花
園
村
」
の
名
の
由
来
を
、
岡
崎
の
村
積
山
が
美
し

く
見
え
る
か
ら
花
園
村
と
つ
け
た
の
だ
す
る
説
も
紹
介
し
て
い
る37

注

。
現
在
も
、

岡
崎
市
と
矢
作
川
を
は
さ
ん
で
西
に
あ
た
る
、
豊
田
市
永
覚
町
の
南
方
あ
た
り

か
ら
見
る
と
、
東
方
に
村
積
山
が
さ
え
ぎ
る
も
の
な
く
印
象
的
な
姿
を
見
せ
て

い
る
。
八
橋
・
花
園
あ
た
り
は
永
覚
町
か
ら
ま
っ
す
ぐ
西
に
あ
る
か
ら
、『
参

河
国
碧
海
郡
誌
』
の
言
う
、
村
積
山
が
美
し
く
見
え
る
と
い
う
花
園
村
の
特
性

は
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。 

 　

ま
た
、
花
園
村
の
地
は
、
谷
沢
靖
・
永
田
友
市
両
氏
が
、
秋
挙
の
『
秋
挙
句

文
帖
』
の
文
化
十
年
の
二
村
山
月
見
の
際
の
記
述
に
見
ら
れ
る
「
花
園
山
」
に

関
し
、
豊
田
市
の
花
園
を
あ
て
た
際
に
「
山
と
い
う
ほ
ど
の
所
で
は
な
い
」
と

述
べ
た
が
、
小
高
い
丘
で
は
あ
る
。
既
出
『
三
河
国
二
葉
之
松
』
に
も
、
逢
妻

男
川
と
逢
妻
女
川
の
説
明
部
分
で
、 

 

…
或
修
行
僧
ノ
曰
ケ
ル
ハ
二
ツ
ノ
川
ノ
中
ニ
男
川
ト
ハ
男
川
ノ
コ
ト
ニ
テ

其
源
加
茂
郡
ノ
挙
母
梅
ケ
坪
ノ
上
四
郷
花
ノ
本
ノ
邊
ヨ
リ
出
テ
一
流
ハ
花

薗
ノ
上
竹
村
ノ
邊
ヨ
リ
流
レ
出
テ
二
流
池
鯉
鮒
ノ
上
駒
場
邊
ニ
テ
合 

 

と
あ
る
が
、「
山
」
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。『
秋
挙
句
文
帖
』
該
当
箇
所
で
は
、

二
村
山
か
ら
の
遠
望
の
記
述
で
あ
り
、 

 

二
村
山
の
月
見
む
と
誰
か
れ
か
た
ら
ひ
つ
つ
よ
ぢ
の
ぼ
る
に
、
四
望
く
ま

な
く
ひ
ら
け
て
南
に
海
を
見
わ
た
す
。
呼
続
・
星
崎
の
浦
は
夕
波
行
か
よ

ひ
て
、
鴎
の
声
は
秋
か
ぜ
の
隙
に
あ
は
れ
を
た
た
ふ
。
山
は
伊
吹
を
主
と

し
て
、
布
引
・
鈴
鹿
を
つ
な
ぎ
、
猿
投
は
聳
て
華
園
山
に
む
か
ふ
。 

 

と
書
か
れ
て
い
た
。
猿
投
山
と
対
す
る
山
と
し
て
、
花
園
山
が
描
写
さ
れ
て
お

り
、
遠
望
し
高
さ
を
認
め
ら
れ
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
豊
田
の
花
園

は
、「
花
園
山
」
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
、
山
頂
か
ら
の
見
晴
ら
し
を

述
べ
る
紀
行
文
に
、
徳
布
に
よ
る『
旅
の
ひ
と
つ
』（
天
明
六
年（
一
七
八
六
））

が
あ
る
が38

注

、
こ
ち
ら
は
引
地
（
現
愛
知
県
西
加
茂
郡
藤
岡
町
引
地
で
あ
ろ
う
）

の
山
に
の
ぼ
っ
て
見
晴
し
た
際
の
記
述
で
あ
り
、 

 

引
地
と
い
へ
る
山
上
に
遊
ぶ
。
此
地
や
村
里
を
は
な
れ
て
数
十
町
、
九
折

を
よ
ぢ
登
れ
ば
、
古
松
数
株
村
立
て
、
辺
り
に
高
き
余
木
な
く
、
東
北
は

信
州
の
山
々
峨
々
蒼
々
と
し
て
、
西
南
山
低
く
立
分
れ
て
矢
矧
川
、
宮
の

渡
海
、
布
を
引
き
た
る
ご
と
く
は
る
か
に
見
え
、
孤
帆
白
露
の
飛
ぶ
ご
と

く
折
に
ふ
れ
見
え
て
、
花
染
山
、
衣
の
里
な
ん
ど
眼
下
に
見
お
ろ
し
、
遠
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く
望
め
ば
伊
勢
、
近
江
の
山
々
雲
間
に
見
え
わ
た
り
、
絶
景
い
ふ
斗
な
く

松
下
日
を
も
ら
さ
ず
、
薫
風
絶
ゆ
る
事
な
く
、
炎
暑
を
忘
れ
て
別
世
界
に

至
る
心
地
な
ん
し
侍
る
。 

 

と
、
近
景
か
ら
遠
景
へ
と
、
視
線
を
伸
ば
し
て
い
っ
て
お
り
、
花
染
山
（
花
園

山
）
は
、
東
三
河
の
山
か
ら
眼
下
に
見
お
ろ
さ
れ
た
。
こ
の
記
述
も
、
岡
崎
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

 

四 

 　
　

最
後
に
『
弥
生
日
記
』
の
記
述
に
戻
れ
ば
、
や
は
り
卓
池
・
秋
挙
が
滞
在

し
た
花
園
山
と
は
岡
崎
の
村
積
山
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
山
の
北
に
は
足
助
に

至
る
足
助
街
道
が
の
び
て
お
り
、
衣
の
里
か
ら
山
に
至
る
に
は
ま
た
険
し
い

「
岨
山
づ
た
ひ
に
」
歩
む
こ
と
に
な
る
地
理
的
な
状
況
も
適
合
し
て
い
よ
う
。

日
記
冒
頭
は
、
俳
諧
人
と
し
て
知
識
を
駆
使
し
て
綴
る
文
章
で
あ
る
か
ら
、「
八

橋
」「
衣
の
里
」
で
の
風
雅
な
逍
遥
の
後
に
到
着
す
る
際
に
は
、
三
河
の
歌
枕

を
綴
り
合
わ
せ「
花
園
山
」と
記
す
文
章
が
ふ
さ
わ
し
く
、「
か
す
み
が
く
れ
の
」

と
い
う
表
現
に
も
、『
堀
河
百
首
』
仲
実
詠
を
意
識
し
て
「
霞
」
と
「
花
園
山
」

と
を
結
び
つ
け
る
意
識
が
見
え
よ
う
。
彼
ら
は
岡
崎
の
、
お
そ
ら
く
村
積
山
近

辺
の
富
裕
な
弟
子
の
家
に
宿
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
弟
子
た
ち
が

訪
れ
て
来
る
際
に
通
過
す
る
地
名
に
、「
桑
原
」「
真
福
寺
」
と
い
っ
た
岡
崎
市

内
近
隣
の
地
名
が
見
え
る
の
も
傍
証
と
な
る
。

　

な
お
、
豊
田
市
の
「
花
園
」
は
、
花
園
村
地
主
で
あ
り
木
綿
問
屋
も
経
営
し

た
豪
農
寺
田
家
の
所
在
地
で
あ
り
、『
弥
生
日
記
』
刊
行
当
時
、
お
お
い
に
栄

え
て
い
た
。
年
次
未
詳
で
あ
る
が
、
俳
人
自
楽
か
ら
、
大
高
（
名
古
屋
市
緑
区

大
高
町
）
の
俳
人
大
魚
と
、
山
口
墨
山
（
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
〜
文
政
二

年
（
一
八
一
九
））
に
宛
て
た
書
状
の
包
紙
に
「　

花
園
に
て　
　

麦
生
て
小

鳥
の
す
た
つ
屋
敷
哉　

岳
輅
」
の
句
が
あ
る39

注

。
岳
輅
は
、『
枇
杷
園
句
集
』
の

跋
文
も
記
し
て
い
る
名
古
屋
乗
西
寺
の
僧
で
あ
り
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）

没
。
暁
台
・
士
朗
門
下
の
つ
な
が
り
か
ら
と
思
わ
れ
る
書
状
で
、『
弥
生
日
記
』

よ
り
早
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
地
の
名
を
記
す
際
、「
花
園
山
」
で

は
な
く
「
花
園
」
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
一
つ
の
傍
証
と
な
ろ
う
か
と
思
う
。
文

化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
は
、
旭
亭
（
第
四
代
寺
田
傳
兵
衛
重
賢
（
寺
田
家
当

主
））の
も
と
で
、
士
朗
・
卓
池
・
秋
挙
・
松
兄
・
岳
輅
ら
が
歌
仙
を
巻
き
、『
花

園
集
』
を
刊
行
し
て
い
る
が
、「
花
園
の
旭
亭
に
あ
そ
び
て
」「
花
園
即
興
」
と
、

や
は
り
「
花
園
山
」
と
は
表
現
し
て
い
な
い40

注

。

  

ま
た
卓
池
は
、
寺
田
家
当
主
寺
田
傳
兵
衛
の
求
め
に
応
じ
短
冊
、
扇
な
ど
を

送
っ
て
お
り41

注

、
そ
の
点
か
ら
、
花
園
の
地
に
お
い
て
も
、
庇
護
は
受
け
た
で
あ

ろ
う
。『
弥
生
日
記
』
の
時
点
で
は
、
第
五
代
傳
兵
衛
で
あ
る
が
、
日
記
冒
頭

で
ま
ず
訪
ね
た
八
橋
で
は
、
寺
田
家
に
歓
待
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ

う  

。 
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注

 

論
中
の
和
歌
及
び
歌
学
書
、
歌
論
書
の
引
用
は
断
ら
な
い
限
り
、
新
編
国
歌

大
観CD

 

― RO
M

版
に
よ
る
。 

 

（
1
）『
弥
生
日
記
』
の
引
用
は
、
愛
知
県
立
大
学
長
久
手
キ
ャ
ン
パ
ス
図

書
館
市
橋
文
庫
蔵
本
（
ICHI
・
142
）
に
よ
る
。
翻
刻
に
際
し
、
踊
り
字
を
開

き
、
句
読
点
を
つ
け
て
い
る
。 

 

（
2
）『
西
三
河
の
俳
人　

中
島
秋
挙
』（
昭
和
57
・
西
村
書
房
）
195 
頁
。

 

（
3
）『
新
編
岡
崎
市
史　

近
世
3
』
第
七
章
第
六
節
四
（
岩
月
榮
治
氏
）

で
は
、「
花
園
山
（
村
積
山
）
の
麓
に
一
時
寓
居
し
『
弥
生
日
記
』
を
上
梓
」

と
記
す
。 

 

（
4
）『
和
歌
初
学
抄
』
の
引
用
は
『
日
本
歌
学
大
系
二
』
に
よ
る
。 

 

（
5
）『
和
歌
色
葉
』
の
引
用
は
『
日
本
歌
学
大
系
三
』
に
よ
る
。 

 

（
6
）『
八
雲
御
抄
』
の
引
用
は
『
日
本
歌
学
大
系
別
巻
三
』
に
よ
る
。 

 

（
7
）『
能
因
歌
枕
』（
広
本
）
は
、
川
村
晃
生
・
能
因
歌
枕
研
究
会
「
校
本

『
能
因
歌
枕
』」（
昭
和
61
・「
三
田
國
文
」
5
号
）
の
京
都
女
子
大
本
に

よ
る
。
な
お
、『
能
因
歌
枕
』
の
「
国
々
の
所
々
名
」
部
分
は
、
原
撰
本

の
段
階
に
付
さ
れ
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
と
の
論
（
浅
田
徹
「『
能
因

歌
枕
』
原
撰
本
と
現
存
本
」（
昭
和
62
・「
国
文
学
研
究
」
92
））
が
あ
り
、

本
論
で
は
『
八
雲
御
抄
』
以
前
の
も
の
と
し
て
考
察
対
象
に
し
て
は
い
な

い
。 

 

（
8
）『
奥
義
抄
』
の
引
用
は
『
日
本
歌
学
大
系
一
』
に
よ
る
。 

 

（
9
）『
袖
中
抄
』
の
引
用
は
『
歌
論
歌
学
集
成
第
四
巻
』
に
よ
る
。 

 

（
10
）『
八
雲
御
抄
』
名
所
部
で
、
大
和
国
の
歌
枕
の
項
に
入
っ
て
い
る
こ

と
に
よ
る
。
木
船
重
昭
氏
『
堀
河
院
百
首
和
歌
全
釈
』（
平
成
9
・
笠
間

書
院
）。 

 

（
11
）竹
下
豊
氏
は『
堀
河
院
御
時
百
首
歌
の
研
究
』（
平
成
16
・
風
間
書
房
）

で
、「
細
川
」
を
普
通
名
詞
と
と
ら
え
、『
八
雲
御
抄
』
で
は
「
花
園
山
」

を
三
河
と
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
三
河
国
と
推
定
す
る
。
な
お
、
和

歌
文
学
大
系
『
堀
川
院
百
首
和
歌
』（
平
成
14
・
明
治
書
院
）
脚
注
（
青

木
賢
豪
氏
）
は
「
所
在
地
を
特
定
で
き
な
い
」
と
す
る
。 

 

（
12
）『
校
本
堀
河
院
御
時
百
首
和
歌
と
そ
の
研
究
本
文
研
究
編
』（
昭
和

52
・
笠
間
書
院
）
解
説
2
頁
。 

 

（
13
）
現
代
の
注
釈
書
い
ず
れ
も
山
城
国
の
地
名
と
す
る
。
た
だ
し
日
本
古

典
全
書
『
山
家
集
』
は
「
愛
宕
郡
岩
倉
村
の
南
」
と
注
し
、
現
在
の
京
都

市
左
京
区
岩
倉
花
園
町
の
こ
と
を
さ
す
と
す
る
が
、
和
歌
文
学
大
系
『
山

家
集　

聞
書
集　

残
集
』の
地
名
一
覧
は
、「
現
在
の
京
都
市
右
京
区
花
園
。

妙
心
寺
が
あ
る
。
こ
の
付
近
の
山
を
花
園
山
と
い
っ
た
か
」
と
す
る  

。 

 

（
14
）
井
上
宗
雄
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
増
補
版
』（
昭
和
63
・
笠
間

書
院
）
第
三
章
五
「
丹
後
守
藤
原
為
忠
」、
樋
口
芳
麻
呂
「
古
代
・
中
世
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の
三
河
の
文
学
」（『
新
編
岡
崎
市
史 

原
始
・
古
代
1
』（
平
成
4
）所
収
）、

樋
口
芳
麻
呂
「
藤
原
為
忠
三
河
国
名
所
歌
合
に
つ
い
て
」（『
岡
崎
市
史
研

究
』
第
12
号
・
平
成
2
）。 

 

（
15
）
樋
口
氏
が
注
14
書
に
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
16
）
渋
谷
虎
雄
編
『
校
本　

謌
枕
名
寄
本
文
編
』（
昭
和
52
・
桜
楓
社
）

に
よ
る
。 

 

（
17
）
本
文
中
は
新
編
国
歌
大
観CD

-RO
M

所
収
本
を
あ
げ
た
が
、
渋
谷

虎
雄
編
『
校
本 

謌
枕
名
寄
本
文
編
』（
昭
和
52
・
桜
楓
社
）
の
永
清
文
庫

蔵
細
川
幽
斎
自
筆
本
で
も
、「
花
園
山
」
に
関
し
て
は
、
堀
河
百
首
歌
を

あ
げ
る
の
み
で
あ
る
。 

 

（
18
）
久
曽
神
昇
編
『
三
河
文
献
集
成　

中
世
編
』（
昭
和
41
・
愛
知
県
宝

飯
地
方
史
編
纂
委
員
会
）
に
よ
る
。
群
書
類
従
本
も
同
文
。 

 

（
19
）
注
18
に
同
じ
。
群
書
類
従
本
も
同
文
。 

 

（
20
）『
名
所
方
角
抄
』
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
本
に
よ
る
。 

 

（
21
）『
浅
茅
』
は
『
連
歌
論
集
（
二
）』（
昭
和
57
・
三
弥
井
書
店
）
参
照
。 

 

（
22
）『
藻
塩
草
』
は
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
公
開
し
て

い
る
寛
永
年
間
出
版
、
旧
横
山
重
蔵
本
に
よ
る
。『
藻
塩
草
本
文
篇
』（
昭

和
54
・
大
阪
俳
文
学
研
究
会
）
も
同
文
。 

 

（
23
）
引
用
は
近
世
文
藝
叢
刊
1
『
俳
諧
類
舩
集
』（
昭
和
44
・
般
庵
野
間

光
辰
先
生
華
甲
記
念
会
）
に
よ
る
。 

 

（
24
）
近
藤
恒
次
篇
『
三
河
文
献
集
成　

近
世
編
上
』（
昭
和
38
・
愛
知
県

宝
飯
郡
地
方
史
編
纂
委
員
会
）
所
収
本
に
よ
る
。
私
に
濁
点
を
ふ
し
た
。

『
夫
木
抄
』
に
は
「
お
ほ
や
が
は
、
三
川
又
武
蔵
」
と
あ
り
、
冷
泉
為
相

の
海
道
宿
次
百
首
か
ら
「
瀬
を
早
み
」
の
歌
を
の
せ
て
い
る
。
な
お
、『
随

筆
百
花
苑
』
第
13
巻
（
1979
・
中
央
公
論
社
）
所
収
本
も
参
照
し
た
。 

 

（
25
）『
日
本
賀
濃
子
』
は
、
早
大
図
書
館
蔵
『
日
本
鹿
子
』（
請
求
記
号
ル

03 00960

）
に
よ
る
。 

 

（
26
）『
三
河
雀
』
の
引
用
は
、『
近
世
文
芸
叢
書
第
二
』（
明
治
43
・
国
書

刊
行
会
）
に
よ
る
。 

 

（
27
）『
三
河
藻
塩
草
』
は
岡
崎
市
中
央
図
書
館
の
翻
刻
版
を
参
照
し
た
。 

 

（
28
）『
三
河
国
二
葉
松
』
は
『
三
河
国
歴
史
地
理
資
料
』（
昭
和
55
・
歴
史

図
書
社
）
所
収
本
に
よ
る
。 

 

（
29
）『
東
国
陣
道
記
』
は
、
樋
口
芳
麻
呂
「
古
代
・
中
世
の
三
河
の
文
学
」

（『
新
編
岡
崎
市
史 

原
始
・
古
代
1
』（
平
成
4
）
所
収
）
に
よ
る
。 

 

（
30
）『
三
河
国
古
今
城
塁
地
理
誌
』
は
、『
三
河
国
歴
史
地
理
資
料
』（
昭

和
55
・
歴
史
図
書
社
）
所
収
本
に
よ
る
。 

 

（
31
）『
三
河
刪
補
松
』
は
愛
知
県
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
公

開
し
て
い
る
安
永
四
年
刊
本
に
よ
る
。 

 

（
32
）『
参
河
国
古
歌
古
蹟
考
』
は
『
三
河
国
古
蹟
考
』（
昭
和
46
復
刻
刊
行
・

愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
）
に
よ
る
。
豊
橋
市
立
図
書
館
の
羽
田
八
幡
宮



七
九

文
庫
デ
ジ
タ
ル
版
『
参
河
国
古
歌
古
蹟
考 

再
稿
』
も
確
認
し
た
。 

 

（
33
）『
も
も
う
す
の
か
た
』
は
『
菅
江
真
澄
全
集
第
九
巻
』（
昭
和
48
・
未

来
社
）。「《
百
臼
之
図
》
献
納
は
文
化
一
〇
年
で
あ
る
と
断
じ
て
も
さ
し

つ
か
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。」
と
解
説
を
担
当
し
た
内
田
武
志
氏
は
述
べ

て
い
る
（
同
全
集
499
頁
内
田
）。 

 

（
34
『
中
空
日
記
』
の
引
用
は
、
近
藤
恒
次
篇
『
三
河
文
献
集
成　

近
世
編

上
』
所
収
本
に
よ
る
。 

 

（
35
）『
塩
尻
』
は
、『
日
本
随
筆
大
成
』（
昭
和
52
・
吉
川
弘
文
館
）
に
よ
る
。 

 

（
36
）
早
大
所
蔵
丹
羽
桃
渓
筆
『
三
河
国
八
橋
山
無
量
寺　

紫
燕
山
在
原
寺

八
景
之
図
』（
請
求
記
号
ル03 03697

）
で
は
、
は
る
か
遠
く
に
「
村
ス

ミ
山
」
が
あ
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
図
は
出
版
年
不
明
で
あ
る

が
、
桃
渓
の
生
没
年
は
（
一
七
六
〇
〜
一
八
二
二
）
で
あ
り
、
近
世
後
期

の
刊
。
な
お
、
岩
瀬
文
庫
に
も
同
図
は
存
す
る
が
、こ
ち
ら
の
図
で
は「
村

ス
ミ
山
」
は
や
や
近
隣
に
見
え
る
が
、
霞
の
向
こ
う
に
あ
る
形
式
を
と
っ

て
い
る
。 

 

（
37
）『
参
河
国
碧
海
郡
誌
』（
大
正
5
・
碧
海
郡
教
育
会
）
に
は
以
下
の
よ

う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。 

 　
（
五
十
七
）
花
園 

 　

…
村
名
の
義
に
就
て
は
村
説
あ
り
。
矢
作
川
の
東
に
一
山
あ
り
。
村
墨
山

と
稱
す
。
古
は
花
園
山
と
稱
ふ
。
而
し
て
其
の
山
姿
本
村
よ
り
見
る
最
も

秀
麗
な
り
。
即
ち
里
民
其
の
山
名
を
取
て
以
て
村
名
と
な
せ
り
と
云
ふ
。

ま
た
花
嶽
村
と
呼
び
し
こ
と
も
あ
り
と
云
ふ
。
村
墨
山
は
村
澄
山
と
も
書

し
、
三
才
圖
會
に
は
花
染
山
に
作
る
。
三
河
国
名
所
歌
合
せ
為
忠
朝
臣
の

歌
あ
り
。

　
　

朝
み
ど
り
霞
め
る
雲
の
た
え
ま
よ
り
こ
ず
ゑ
ぞ
し
る
き
花
園
の
里   

 

（
38
）『
旅
の
ひ
と
つ
』
は
、
近
藤
恒
次
篇
『
三
河
文
献
集
成　

近
世
編
上
』

（
昭
和
38
・
愛
知
県
宝
飯
郡
地
方
史
編
纂
委
員
会
）
所
収
本
に
よ
る
。 

 

（
39
）『
新
修
豊
田
市
史
8　

資
料
編　

近
世
二
』（
平
成
28
・
愛
知
県
豊
田

市
）
第
八
章
第
四
節
「
文
芸
」
427
（
高
岡
地
区
花
園
町
寺
田
重
雄
家
所
蔵

資
料
）
に
見
え
る
。 

 

（
40
）
本
文
は
谷
沢
義
男
『
近
世
豊
田
の
俳
人
』（
昭
和
63
・
豊
田
市
教
育

委
員
会
）
掲
載
の
藤
園
堂
文
庫
本
に
よ
る
。
な
お
『
尾
三
古
俳
書
解
題
』

（
昭
和
57
・
さ
る
み
の
会
）
参
照
。 

 

（
41
）
注
39
前
掲
書
内
、
寺
田
家
文
書
429
に
見
え
る
。 




